
　こどもは、親や身近な大人の姿を見て育ちます。
　ココロねっこ運動は、こどもの心の根っこを育てるために
大人のあり方を見直し、地域みんなでこどもを育てようという
長崎県の県民運動です。
　あなたもできることから、始めてみませんか？
　みんなで、こどもや子育てに優しい社会をつくりましょう。

こどもの声を尊重して
　こどもの最善の利益が尊重されるためには、　
当事者であるこどもの声を聴き尊重していくこと
が大切です。こどもと向き合い、対話を心がけて
いくことから、ココロねっこ運動を始めてみては
いかがでしょうか。

こどもの権利クイズQ
 「子どもの権利条約」が日本で批准された年は？
①１９８９年　②１９９４年　③２００１年

⒈

「子どもの権利条約」は、全部で何条ある？
①１７条　　　②３０条　　　③４０条

⒉

「子どもの権利条約」の原則をふまえて
作られた法律の名前は？
①教育基本法　②人権教育啓発推進法　③こども基本法

⒊

正解1-②、2-③、3-③

別冊

　20年後の自分はどんな毎日を送っているか、

想像したことはありますか？昨年12月に県庁で

開かれた「キャリアデザインワークショップ」で

は、高校生が「20年後の自分」になりきって今の

自分に宛てたビデオレターを作成し、理想を実

現するために何を大切にすべきかを考えました。

　20年後の自分はどんな毎日を送っているか、

想像したことはありますか？昨年12月に県庁で

開かれた「キャリアデザインワークショップ」で

は、高校生が「20年後の自分」になりきって今の

自分に宛てたビデオレターを作成し、理想を実

現するために何を大切にすべきかを考えました。

今の自分にメッセージ今の自分にメッセージ
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各メンバーが希望している職業に就いて、働いている姿を表現。

最後に〝今の自分〟に対して、「将来のために努力しろよ！韓国語も

話せるようになろう」「語学勉強頑張れ」「新しいことにチャレンジ

しろ」「受験がんばれ」とのメッセージを送りました。

今の自分にメッセージ
～未来の自分からのビデオレターを作ろう～

キャリアデザインワークショップ 2025.12.6@県庁

将来の夢や家族構成、休日の過ごし方について語り合っている様子を撮

影。鑑賞会中に「未来の自分から電話がかかってきた」との設定で、メッ

セージ部分の動画を流すなど演出にもこだわりました。「若いうちからお

金や時間の管理を学んで」「高校や大学での出会いや思い出は一生物」

「将来について気負わず、いろんなことを経験した方がいい」「メンタルを

強くしよう」などとエールを送りました。

　20年後の自分はどんな毎日を送っているか、想像した
ことはありますか？昨年12月6日、県庁で開かれた「キャ
リアデザインワークショップ」では、県内の高校生が将
来の職業や家族構成などを想像し〝20年後の自分〟にな
りきり、今の自分に向けたビデオレターを作成。理想を
実現するために何を大切にすべきか考えました。

メンバー（左
から）

谷平茉衣さん（純
心女子高１年）

宮崎凌さん（長崎
北高１年）

寄田結大さん（長
崎南山高２年）

柴山鳩史さん（長
崎南山高２年）

１班 ２班

タイトル One Day タイトル 20年後からの電話

保育園の先生になって、子どもたちをお散歩に連れて行ってます♩

野球イベント
を企画して、

お客さんに
楽しんでもら

う！

キャビンア
テンダント

として

お客さん
に接客中

患者さんか
ら慕われる

歯科医師に
なりたい！

会社を経営したい。

休みの日は家族で出
掛けたり、

長期休みは海外に
行ったり

するのもいいな。

仮想現実（ＶＲ）を使ったアプリやゲームの開発に携わりたい。休日はこどもにギターを教える平和な生活を送りたい。

生徒に寄り添
える教師にな

りたい。

こどもは３人く
らいほしい。

休日は家族と
公園に行って

まったり過ご
したいな。

海外で働いて、趣味に没頭したい。家族は４人で、休日は旅行やスポーツ観戦をしたいな。

メンバー（左から）
田﨑士遠さん（長崎南山高２年）
井本蓮志さん（佐世保北高２年）
松本愛那さん（長崎北高１年）鉄本英大朗さん（長崎南山高２年）
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希望している職業に就いて働いている様子や、理想の休日を過ごし

ている様子を動画に。撮影場所を工夫するなどして、より具体的に

将来を考えられるような内容にまとめました。最後に「人生は一度き

りだから、自分のやりたい事をとことん突き詰めよう」というメッセー

ジで締めくくりました。

高校時代の友人と20年後に居酒屋で久しぶりに会い、これまでの

人生を振り返るという内容で制作。働いている様子を回想シーンと

いう形で表現したほか、子どもが何人いるかなど家族構成につい

ても触れました。最後に〝今の自分〟に対するメッセージをそれぞれ

述べました。

メンバー（左
から）

木須橘さん（長崎
南山高２年）

庄司結愛乃さん（
長崎北高１年）

髙志凛空さん（長
崎南山高２年）

3班

４班

タイトル それぞれの人生

メンバー（左から）
松崎健太さん（長崎北高１年）田添翔真さん（長崎南山高２年）
福井頼人さん（長崎北高１年）タイトル 感動の再会

海外で働いて、現地の観光地も回ってみたい！ウエディングプラン
ナーとして

すてきな結婚式を
サポート♩

フットサル
の選手と

して活躍！

　高校生は事前に、将来の職業や家族構成、
住んでいる場所、休日の過ごし方などを想像し、
ワークシートにまとめました。当日はそれを基に、
班ごとにビデオレターの内容を考えました。

それぞれのワークシートを基に、
ビデオレターの内容や脚本を作成

20年後の自分になりきり、
スマートフォンなどで動画を撮影、編集

各班が作成した動画を
鑑賞して共有。
込めた思いを発表する班もありました

未来を描いて演じ、共有 脚本作成
STEP１

撮影・編集
STEP２

鑑賞会
STEP３

会社経営し
て、

事業につい
て打ち合わ

せ中

母校の長崎北高校で
教員になりました！

電器店で働いて
いて、

２人の子どもにべ
ったりです♩

もっと
頼られる人に
なりなさい

経験を
いっぱいして、
失敗しなさい

人との出会い
を大切にし、

色んなことに
挑戦する
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ワークショップを終え、参加した各班の高校生に
感想を語ってもらいました。

これまで将来の夢についてずっと考えていた
けど、なかなかまとめることができずにいま
した。今日のワークショップで同年代の人と
話すことで、少しまとまった感じがします。保
育士の夢に向けて、夏休みのボランティアに
参加するなど頑張りたいです。

　長崎県では進学、就職、結婚、

子育てなど、さまざまなライフイ

ベントの例やライフデザインに役

立つ情報を掲載した「ライフデ

ザインガイドブック」を作成して

います。ぜひご活用ください。

県内企業等で働く女
性の活躍推進に官民
一体となって取り組ん
でいます。

ワークショップを終えて

谷
平 

茉
衣
さ
ん

将来の仕事に加えてどんな家庭にしたいの
かも一緒に考える必要があったので、動画
構成を作るのが難しかったです。これまで将
来のことをざっと考えたことしかなかったの
で、これからもっと深く考え、それを実現で
きるよう努力したいです。

普段は大学受験に意識が向きがちで、20年
後の自分について考える時間はありませんで
した。今日参加してみて、これまで薄々思って
いた「海外を飛び回る」という夢に改めて気
付けました。大学を目指す理由や、これから
すべき勉強も明確になったと思います。

木
須 

橘
さ
ん

こちらの
「県ハッピーライフ

デザイン応援サイト」から
ダウンロードできます

ながさき
女性活躍推進会議

誰もが働きやすい職場
づくりに積極的に取り
組む優良企業を県が認
定しています。

Ｎぴか

保育士の夢に向け頑張
りたい

将来をもっと深く考えた
い

大学目指す理由やすべ
きこと明確に

松
本 
愛
那
さ
ん

将来の仕事について考えたことはあったけど、
子どもが何人ほしいかなど家族構成を含め多角
的に考えるのが難しかったです。メッセージに
は、失敗から得られることもあるため失敗を恐
れず、人との出会いを大切にしていこうとの思
いを込めました。

失敗を恐れず、人との出
会い大事に

福
井 

頼
人
さ
ん

「
人
生
の
軸
」を

 

見
つ
け
て

 

キ
ャ
リ
ア
考
え
て

　中高生にとって「キャリア」と聞くと、「どの高校や大学に

進み、どんな仕事に就くか」といった進路選択を思い浮か

べるかもしれません。もちろん、これらが人生の大きな部分

を占めることは確かです。

　しかし、立ち止まって「人生」全体を考えてみると、仕事

だけではなく、そこから生まれる生活そのものが大切だと気

付きます。このキャリアを考える上で最も重要になるのは、

「人生の軸」を見つけることです。

　たとえうまく言葉にできなくても、「自分はこんな人生を送

りたい」と願い、そのために「今、何をすべきか」と思いを

巡らせる時間は、何にも代えがたい貴重な経験となります。

　今回、キャリアデザインを考える機会として実施したワーク

ショップでは、高校生たちが互いの将来について語り合い、

承認・尊重し合いながら動画を作成しました。その結果、

単に成果物を作るだけでなく、その過程で深く思考を巡らせ

ることができたと感じています。

　この貴重な学びと気づきを、ぜひこれからの人生に生かし

ていってほしいと願っています。

今回のワークショップのファシ

リテーターを務めた。学校の進

路部キャリア探究課長、総合

的な探究の時間委員長。担当

教科は理科で、本年度の東京

理科大「授業の達人大賞」で

最優秀賞を受賞した。現在、

長男（３歳）と次男（０歳）の

子育てに奮闘中。

長崎南山中高　
德田 憲一郎教諭

県内企業の情報はこちら！働きやすい環境づくりに
取り組む企業を掲載

詳しくはこちら

協力企業、募集中！
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